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題字は村上日出俊氏（雅号 酉山） 

 

 

 
 昨年の５月から代表世話人に就任させていただき

ました、多田和恵と申します。 

今回は、わたしが放送大学に入学しようと思っ

たきっかけと放送大学に入学してからの出来事に

ついてお話させていただきたいと思います。 

私は、１２年間支援学校に通っていました。支

援学校卒業後の進路というのは、通常と異なりほ

とんど作業所へいきます。 

私は、パソコンを使う仕事がしたかったため職

業訓練校に通い、その後特例子会社に就職しまし

た。 

特例子会社に２０１０年から勤めており、自分

の中で福祉を学びたいという気持ちが芽生えてい

ました。でも、進路で大学ということがなかった

ため、大学というと私にとってはドラマの世界でしかありませんでした。 

学びたいと思ったときに、会社の同期に相談をし、当時、同期が通っていた放送大学

を教えてもらいました。パンフレットももらい中を見てみると、福祉や心理の科目がた

くさんあり、通信制ということでやってみたい気持ちがさらに湧きました。 

そして、即入学を決めました。 

私は、入学当初、体調を崩していたこともあり続

けられるか不安だったため、最初は科目履修生とし

て入学しました。その時には福祉の科目を２つ履修

しました。 

 

入学の集いの時に、初めて大阪学習センターに行

きました。入学の集いに参加し思ったことは同年代

が少ないと思い、大学で友達はできるのかなと不安
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になりましたが、入学の当日に同年代の女性一人と知り合いました。 

しかし、なかなかその後会うことはありませんでした。当

時、休職をしていたので、まずは外に出る習慣をつけようと

いうことでサークルに参加しようと思い、今は退部しました

が、軽音俱楽部に入部しました。そこで、ウクレレと出会

い、親友に出会うことができました。 

半年間、勉強をし、放送大学は自分のペースで学べるので

無理なく進められると確信したので 2015 年 10 月からは全科

履修生として入学し、引き続き福祉を学ぶため生活と福祉コ

ースで学びました。 

コロナ前までは単位認定試験は学習センターで行われ、控

え室で勉強したり、待ち時間にみんなでお菓子を食べたりな

ど、青春そのものだなと思えるようなことで、今はもうでき

ないことですが、大切な思い出となっています。 

また、卒業研究にも挑戦し、2020 年 3 月に卒業、本部の学位授与式に参加できると喜ん

でいましたが、コロナ禍のため中止となりました。 

そして、2020 年 4 月、心理と教育コースに再入学しました。認定心理士の取得を目指

し、学びました。それと、再入学した頃から若年層が集うサークルを作りたいという思い

が強くなり、サークル設立に向け動き始めました。 

しかし、リアルな集まりはコロナ禍のため 1 回しかできず、その後はオンラインでの活

動をしていました。その活動も実績と認められ 2021 年 6 月 1 日に 10 代から 40 代が集い交

流できる『放送大学おおさか若者のつどい』を設立することができました。 

コロナ禍でなかなかリアルなサークル活動ができない日々が続きましたが、サークル活

動に関して緩和されて、活動ができるように

なってからはＵＳＪ等リアルで交流しながら

楽しめるようになりました。 

そして、コロナ禍の少し前から大阪学友同

窓会に関わっていましたが、サークルと兼任

で大阪学友同窓会の代表世話人もすることに

なり、大阪学習センターのサークルと大阪学

友同窓会がもっと繋がりを持ち、互いに協力

しながら大阪学習センターを盛り上げればと

思ってまだまだ未熟ではありますが取り組ん

でおります。 

全てオンラインに移行していく中、良い面もありますが、リアルな関わりが減っていく

ことに危機を覚えます。 

人との出会いの中で学ぶこと得ることもたくさんあると思います。 

ぜひ、この会報を読まれた会員の皆様には学習センターに足を運んでいただき学友と交

流していただきたく思います。  



放送大学大阪学友・同窓会会報「おおさか」第 37号  2023年（令和 5年）12月 15日発行  (3) 

3 

 

 
 

 

 

 

 

大阪学習センター学園祭「放大河堀祭」が１０月１５日（日）に開催

されました。 

公開講演会も井上 章一先生（国際日本文化研究センター所長）にお

越しいただき、「大阪の語り方」をテーマに講演され、大変盛り上がりま

した。 

また、他のサークルも様々な出展がされ、今回の放大河堀祭実行委員

会の新たな試みとして「スタンプラリーとビンゴ大会」が行われ、ビン

ゴ大会後の締めとして「世界に一つだけの花」の全員の合唱でも大いに

盛り上がりました。 

大阪学友・同窓会は昨年に引き続き、「ビブリオバトルバトル２０２

３」を出展・開催し、１６名の方にご出席いただきました。 

※ビブリオバトルについては会報 35号 5ページの橋口

香世子さんの寄稿並びに「ビブリオバトル普及委員会」の

ホームページを参照してください。 

ゲストとして、ビブリオバトル普及委員であり放送大学

の学生（東京文京学習センター所属・千葉県在住）でもあ

る高橋 一彰（たかはし かずあき）さんが関東からはる

ばるヒッチハイクでお越しいただき、ご自身のビブリオバ

トルでの体験をテーマにもう一つのライフワークと言って

も良いヒッチハイクの体験を織り交ぜたミニ講演と、ミ

ニ・ブリオバトル形式（３分・本来は５分）で４名の発表

参加者に発表・ディスカッションをおこないました。 

 

★発表参加者（バトラー・発表順）★ 

村橋 陽三さん・タイガーマスクさん（仮名・オンライン） 

北原 雅人さん・古川 徹（飛び込み参加枠） 

 

当日出席の方の投票によるチャンプ本として、タイガーマ

スクさんの「塞王の盾（今村翔吾著）が選ばれました。タイ

ガーマスクさんの穴太衆（あのうしゅう）への愛を感じる書

評でした。 

最後に、高橋さんによる「ブスのマーケティング戦略」

（田村麻美著）

の書評で締めと

なりました。 

他の方の書評

も合わせて、「本を通して人を知る・人を通して本を知

る」を体現できる発表でした。 

終了後、同室で出展している「おおさか若者のつど

い」のベビーカステラを賞味し、和気あいあいとした

雰囲気となりました。 

来年度はまた皆様が楽しめる催しができるよう、検

討したいと思います。 

  

 

副代表世話人 古川 徹 
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2021 年の夏、客員教授の堀薫夫先生から「2022 年度開講

科目の聞き手をしませんか」とお誘いを受けました。堀先生

は、過去にも名誉学生の人見麗子さんを聞き手にされたこと

があります。そこで、私でよければとお受けしました。 

ところがその後、堀先生が主任講師をされるのは大学院科

目であることを知りました。さらに聞き手の予定は６章もあ

ることや、そのうち２章は他大学の先生が担当されるということを知りました。私は安請け合

いをしたことを後悔しながら、１１月に放送大学の本部がある千葉に

いきました。 

収録は、放送・研究棟で午前と午後の２日間にわたって行われまし

た。収録前に制作部のスタッフから「紙をめくる音が入らないよう

に」「印刷教材のことを教科書と言い間違わないこと」などの注意事

項がありました。私の緊張もクライマックスです。 

午前中の他大学の先生との収録では、事前に授業の流れを詳しく書

いた進行表をいただき、それをもとに入念に打ち合わせをしました。

それでもいざ本番になると、自己紹介すら緊張で声が出ず、質問の回

答も噛んだり止まったりしてうまく言えません。 

スタッフが「落ち着いて」「大丈夫です」と励ましてく

ださって、何とか収録を終えました。あとで先生方から

「僕が欲しかった返答をもらいました」「三上さんがいて

くれたおかげで助かりました」とお礼の言葉をいただ

き、安堵しました。 

午後は主任講師の堀先生との収録でした。ところが堀

先生は、まったく打ち合わせをしてくださいません。ま

た、「知らないことは知らないと言えばいい。返答に困っ

⼤学院科目「教育⽼年学」の収録に参加して 

〜 寄稿文のご紹介 〜 

★今回お寄せいただいたのは 

全科履修生 三上 香子 さん 
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て黙るのは一番よくない」と言われました。そのため収録では、いつどのような質問が飛んで

くるのか予想がつかないだけでなく、質問にはすぐに返答しなければいけないというプレッシ

ャーで潰されそうでした。 

それでも自分の仕事に関する箇所は、頑張って答えました。収録が終わって堀先生が「まぁ

これでいいんじゃないですか」とおっしゃったときは、ほんとうに嬉しかったです。 

収録の数日間は眠れない日が続きましたし、本番では失敗もしました。それでもすがすがし

い気分で、私は千葉を後にしました。 

そして新幹線の中で、改めて収録の経験は私の

最高の思い出になり、宝物になったことを実感し

ました。貴重な経験をさせてくださった堀先生

に、心から感謝します。 

堀先生、ありがとうございました。 

例年、１学期末（９月・秋）は学習センター、２学期

末（３月・春）は本部主催（通常は東京都内）と、その

翌日に学習センターにて学位記授与式が挙行されます。 

古川は例年、本部主催の学位記授与式で皆様をお待ち

しておりますが、今春の本部主催学位記授与式（３月２

５日・東京渋谷のNHKホール）では古川も卒業生（令和

４年９月卒業）として出席しており、大学関係者として

お越しになった岡部洋一元学長も交えて

の記念撮影ができました（文末写真）。 

翌日（３月２６日）は大阪学習センタ

ーにて学位記授与式が開催され、これに

続いてコロナ禍以来の対面開催（オンラ

インを含めたハイブリッド方式）となる

卒業祝賀懇親会をオンライン２名含み１

０名参加にて開催いたしました。 

副代表世話人 古川 徹 
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前々回（令和４年春）はオンライン・前回（令和４年秋）は開催ができなかったのですが、

やっとここまでたどり着いたと思うと感慨深いものがあります。 

従来のお弁当やお酒を含めた飲食は叶わない・

十分な告知ができない状況下でしたが、主催側で

お土産用の茶菓などをご用意しました。こちらも

懇談に続き、コロナ禍以来の北村さん・近藤さ

ん・荘保さんのマジック披露もあり、色々行き届

かないところがあったものの楽しんでいただけた

かと思います。 

また、秋（９月２４日）にも１学期に卒業され

た方を対象に学位記授与式が挙行され、今回も続いて卒業祝賀懇親会オンライン１名含めて１

９名（うち卒業生１１名）参加で開催できました。こちらも主催者側での茶菓の用意。そして

懇談に続き、近藤さん・荘保さんのマジック披露が行われました。 

令和６年春の本部主催学位記授与式は３月２３日（土）にベルサール高田馬場にて開催すべ

く準備されています。同窓会連合会からの要請により、古川が続いて開催の卒業祝賀パーティ

ー（こちらもコロナ禍以来初の開催です）の実行委員の一員として加わる予定です。 

また、改めてご案内があるとは思いますが、大阪学習センターでも学位記授与式が開催さ

れ、同様に卒業祝賀懇親会を開催すべく準備を進めております。卒業対象者の方はぜひご参加

をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真掲載につきましては皆様の許諾をいただいております） 
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この度、新規会員へ入会記念品をお贈りすることになったことに伴い 

既存の会員の皆様にも記念品を進呈します。 

（下記３種類から１点） 

・まなぴースタンプ帳 

・バッジ（まなぴー） 

・バッジ（シンボルマーク） 

２種類・２個以上追加ご希望の場合は 

別途有料（各 500 円）でご用意します。 

   

申 

込 

方 

法 
 

・申し込み用ＵＲＬ（上記ＱＲコードの内容）https://forms.gle/51qzUAsRWxtihegf9 

・現在、大阪学友・同窓会の会員の方が対象となります。既にお渡し済み（令和４年４月以降入会・行事参加

者など）の方や退会手続を取られた方は対象外です。（郵便不達・メール不達の方はお問い合わせください） 

・行事（学位記授与式など）でも直接お渡しが可能です。  

・１次締切（令和５年１０月３１日）は終了しています。 
 

※ご注意※  

・既にご購入いただきお持ちの方は返金等できません。 

・申し込み後の選択品変更はご容赦ください。 
 

・会員全員にいきわたるよう十分な数はご用意する予定ですが、万一品切れの場合はご希望に添えない可能性

があります。代替品になる可能性がある・先着順でご用意する予定ですのでお早めにお申し込みください。 

 連絡先：oujosakadousoukai@gmail.com もしくは 大阪学習センター内レターボックスへ投函ください。 

会員の皆様へ入会記念品を進呈します 

申込

• 右側記載のＱＲコード（又はホームページ）から申込

• 会報に同封のハガキでの申込（63円切手貼付要）も可

締切

• ２次締切 令和６年１月３１日（消印有効）

• ３次締切 令和６年春開催予定の通常総会でお知らせします

発送

• ２次締切までの申込で令和６年春開催の通常総会資料に同封

• ただし、場合により随時発送を行なう場合があります。
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本年度（２０２３年４月以降）の新入会者は９名でした。ご入会ありがとうございます。 

 昨今、個人情報取り扱いに慎重を期する必要がありますので、新入会員の氏名開示を 

取りやめております。悪しからずご了承をお願いします。 

 

大阪学友・同窓会世話人募集 

大阪学友・同窓会では世話人として一緒に活動していただける方を募集しています。究極の

ボランティア団体で、できる時にできる範囲でお手伝いいただければ結構です。 

会員相互の親睦、本会のさらなる活性化、又放送大学の発展のためにも、お力をお貸し 

いただきたく、お願いいたします。ご協力いただける方は 6F事務室前学友・同窓会メールボッ

クスにその旨投函、又はメールにて oujosakadousoukai@gmail.com へご連絡ください。 

 

学生募集にご協力のお願い 

大阪学友・同窓会会員の皆様、学生生活の仲間を増やしたく、募集協力の案内をお送りしま

すので、ご家族・友人・知人などに放送大学を紹介していただきたく、よろしくお願いいたし

ます。 
 

大阪学友・同窓会ホームページのご案内（https://oujosakagd.wixsite.com/oujogd） 

今年、大阪学友・同窓会のホームページが新しくなりました。 

同窓会行事のご案内や報告などを掲載しています。 

検索窓に「放送大学大阪学友・同窓会」と入れてみてください。 

      ホームページの QR コード→ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集後記 

１０月まで夏服で過ごせるような暑い年でしたが、皆さまお変わりなくお過ごしでしょうか。 

今号も皆さまからのご寄稿により、会報を完成させることができました。たくさんのご協力をい

ただき、誠にありがとうございました。 

大阪学友・同窓会として、今後どのような活動が再開できるか、また、新たに始められるかを検

討し、次年度に向けて積極的に活動したいと考えております。来たる年も、皆さまのご経験と知恵

をお貸しいただけると幸いです。 

昨年に引き続き、会報の編集を担当いたしました。編集中、お寄せいただい

た文や写真を拝見していて「やっと以前の生活が戻ってきたのだな」と喜びを

噛みしめておりました。いくつかの行事にも携わることができ、大阪学友・同

窓会がより一層発展し、活性化することを心から願うようになりました。 

みなさまどうぞお健やかに、よいお年をお迎えくださいませ。（松浦） 

   メールアドレスご登録のお願い 

 

会員の利便の向上と会の安定運営のため、可能な限りメールでのご連絡を進めて 

いくこととしました。メールアドレスを新規取得された⽅や変更された⽅、また⼊会時 

未登録で現在お差⽀えの無い⽅は、右 QR コードからメルアド登録をお願いいたします。 

 

★QR コードが読取れない場合 （直接⼊⼒）https://forms.gle/XVBvAYxnX4w89qWa7 

 

⼤阪学友・同窓会連絡先 メール oujosakadousoukai@gmail.com  

         住 所  〒543-0054 ⼤阪市天王寺区南河堀町４―８８             

     放送⼤学⼤阪学習センター内 ⼤阪学友・同窓会 


